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コ ン プ養 殖 に 関す る研 究

三木 文興 ･植木 竜夫 ･鹿内 浦春

昨年度(こ引続き.促成コンプ養殖tこおけるコンプの適正密度(こついて試験すると共に,商品価値を低

下させる付着生物について調査した｡促成種苗iこついては,需要の急増にエリ量産試験を行ない,生産

した種苗は各地(こ配布した｡

Ⅰ 養 殖 試 験

試 験 場 所

下北郡風間浦村下風呂

試 験 期 間

昭和47年4月～昭和47年8月

試 験 方 法

養殖試験は易国閥産マコンブを母藻 とした促成種曲を昭和46年 12月7日Iこ沖出し本養成したが,

この時の幼葉の大きさは-2C病であ った.養殖方法は延縄式で行ない,種曲を親縄Iこ5Dc虎間隔Iこはさ

み込み,幹綱から親縄を5mのつり綱(こエってつり下げた｡養殖したコンプは4月下旬に間引き作業を

行な って1株当りの本数を5本と8-10本とにして,その比較試験を行な った｡標本の測定は4月下

旬から8月上旬まで毎月1回10- 20本について葉長,葉中,湿重乳 乾燥重量,乾燥歩留を測定し

た｡8月上旬の調査にはヤヤソコソプも測定した｡

試 験 緬 果

測定結果は第1表に示した｡

第 1表 促成コソプ測定結果
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1)葉長

1株当り5本残したものおよび8-10本残したものの1本当り平均値は7月下旬に最大となり,そ

れぞれ約 580cnl,44Dcねを示したが,試験期間中前者の万が大型であ った｡なお測定標本中の最大

のものは75cchi,最小は180chiであっTTL･.

2)葉巾

葉巾について1株当り5本残したものゝ1本当りの平均値は5月下旬に最大(26.9cm)とな ってい

るが, 8- 10本残したものは8月下旬に最大とな っている｡また,8- 10本残したものは5本残し

たものエリばらつきが大きく,範囲が広くな っている｡

5)湿重量

調査毎に平均湿重量が増加し,5本残したものは1本当りの平均値が8月上旬に最大(1,005g)
で,8-10本残したものは7月下旬tこ最大(750g)となっている｡分布範囲は葉巾と同様(こ8-

10本残した方が5本残したものエリ広くなっている｡

4)乾燥重量,歩留

乾燥重亀 歩留共tこ調査毎に増加して8月上旬に最大とな っているが,5本残したものは6月下旬か

ら7月上旬(こかけて急激に増加しているのに対し,8-10本残しでは比較的緩慢である｡

以上の測定結果Iこよれば, 5本残しのが葉長,葉巾,湿重量共大きい値を示し,痔に7月下旬, 8月

上旬(こ乾燥重量及び乾燥歩留りが大きい値を示しており,コンプの適正密度は1株当り5本位と考えら

れる｡又, 1ケ統当りの収獲増のためtこは種苗の間隔を東に狭くする方法も考慮すべきであろう｡′

なお,ヤヤソコソプは昨年度と同様菓長が短かい欠点があり,マコンブtこ比較して不利であ った｡

Ⅱ 付 着 生 物 調 査
調 査 場 所

むっ市関根

調 査 期 間

昭和47年6月～昭和 47年 8月

.調 査 方 法

46年度産マコンブ促成種苗を46年11月20円に水深別(2m, 5m, 10m)に垂下養成し,

6月か ら8月の間,時期別水深別に付着生物について計数したO計数はコンプ葉体を50cm毎に区分し,

それぞれの部分について付着生物の個体数を数 'Tl二二が,計数不能の種類については付着状況を観察した｡

なおコソプ個体数は各回5-10本である｡

調 査 結 果

1)ヒドロゾア(こついて

ヒドロゾアの付着状況を第 1図(こ示した｡

ヒ ドロゾアの付着状況は水深によって差があり,2m,5m,10m層の順で浅い程早期且つ多量(こ

付着生長する傾向が見られる｡7月上旬では各層共付着物は少いが,下旬では10m層を除いて付着生

長が目立ち,商品価値を低下させている｡

′
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コケムV類は5m層に最も多く,次いで2m層に付着したが, 10m層では殆んど見られなか った0

5)クズマキゴカイ頬について

クズマキゴカイ類の付着状況を第5図(こ示した｡
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第3図 時期別,水深別ウズマキゴカイ付着数

2m層では極めて少なく, 5m層では次第tこ増加する傾向を示した. 10m層では6月下旬(こかなり

の付着を示したが,7月は減少し,8月に急激に増加するという他の層とは臭 った傾向を示したo

以上5種類の付着生物を全体的にみると,5種類共6月から8月と次第に増加する.そしてヒドロゾ

アは表層に多く,クズマキゴカイ類は底層に多い｡コケムV類は中層にや ゝ多い｡

換言すれば2m層ではヒドロゾア, 1err.層ではクズマキゴカイが優占種で, 5m層は5種が混生し

ている｡

本県の促成コンプ養殖水深はおおむね 5mであるが,以上の付着生物の状況からみて養殖水深をある

期間調節することによって,ある程度の防除は可能と思われる｡

なお易国間地先における観測結果にエれは,付着生物が多くなる7月中旬～7月下旬の表面水温は1

7-18o C台となっている｡

一方,底層延縄式による2年コソプ養殖にお ても,7月上旬～7月中旬にかけてクズマキゴカイが

急激に増加したが,以上の調査結果から;或る期間表層Iこ浮上させること(こより,付着防除と所謂 〝 実

入り〝 を図ることが可能であろう｡

Ⅲ 促成種 苗量産試験
試 験 場 所

セソタ-

試 験 期 間

昭和 47年 10月～昭和 47年 12月
-222-
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試 験 方 法

走子付けは 10月 12日Iこ行なった(母藻は下風呂産養殖ヤヤソコンプと易国問産天然マコンブを使

用した｡種苗枠は塩化 ビニールパイプ(40×60C適)で,種苗糸はクレモナ再撚糸を使用し,種苗枠

1枠に種菌糸を120m巻きつけた｡

培養は薄定子付け後枠を1日静置してから新しい培養海水に移して開始した｡培養水温は 14o C前

後とし,偲明は1つの水槽(こ40Wの蛍光灯4本で行ない,種再枠の直上で 6,200LuXで照明時間

を 18時間とした.水槽の容量は500.6と560.eで,これ(こ種苗枠を7-14枚収容した.培養海

水は当初ろ過海水をフレプVヤーで再ろ過したものと,再ろ過したものを70o C(与力ロ熱滅菌したもa:

との2通り使用した｡換水とES培養液添加は原則として 10日毎に行ないコンプが胞子体にな ってか

らは換水4-5日後にES培養液を再添加した｡エアレ｢レヨソ はコンプが胞子体にな ってから行な ったo

試 験 結 果

培養水温は 140 0 前後 としたが,気温の低下と共に培養後半では 12o C前後となり,照度は晴天

の日には短時間ではあるが,ファイロン波板の屋根を通した自然光にエリ9.000IJuXをこえる場合

もあ った｡コンプの配偶体は採苗後10日前後に1- 2細胞で成熟して胞子体になるものが見られたが,

これは昭和 44年度に行な った水温別培養試験の際の水温 80 0 で培養した時の状態と似ていた｡しか

し今回の水温は 140 -12o Oであ ったので,-9.000LuXという強い光が当 ったためと思われるO

培養海水は当初加熱滅菌海水も使用していたが.採背後の威察(こより,再ろ過海水で培養出来る見通し

がついたので,加熱滅菌海水(こエる培養を中止したOコンプ配偶体の生長及び成熟は順調であ ったが,

10月下旬の胞子体が50/上前後の時期lこ培養液の調整(こ手違いがあ ったため胞子体の脱落が起L) , 1

1月初めにその原因がわかるまで続いた｡そのため こ̀崩 けゝの生長は遅れ, 11月2日に付着生物調査
用に関根浜に沖出ししたマコンブは～5mmであり,ヤヤソコンプは1C虎であ ったO胞子体の密度は昨

年より小さか った｡

本年度の促成種革量産試験は培養期間の短縮と大量培養に伴 う諸問題の解決を目的として試験を行な

ったが,培薫海水についての簡易な方法を見出し,培養液調整に問題はあ ったが,種苗は探宙後 20-

25円で沖出し出来る見通しを得た｡

生産した種筒はヤヤソコンプ約660m,マコンブ約5,550mで このうち約50mを試験用に使用

した他は第2表に示すように県内各漁協及び秋田水試に配布した｡配布状況を見ると昨年より配布組合

数が減り,一組合当りの配布数量が多くな っている｡配布期間は11月1日から12月15日までの長

期に亘 っている｡

第 2表 促成種苗の漁協別配布状況 単位,m

項目漁協名 1 回 目 2 回 目 合 計ヤヤソコソプ マ コ ンブ ヤヤソコアプ

マ コ ソ プ佐 井石 崎 I11月15日100 11月14日5,660400 I12月8日5

00 4,1
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関 根三 厩今 別 東 部下 風 呂南 浜秋 田 水 試大 畑 11月18日12011月27日12011月29日10 11月16日4006011月18日14020011月1日 4011月16日10 1ヽ2月15日500 120 40018014Jb54021040

110合 計 550 4,910 500 620 6,18

0要 約1)促成コンプの適正密度lこついて試験を行ない,1株当り5本位が適

当と思われる結果を得た｡2)付着生物lこついて調査した結果ヒドロゾア,コケムV類,クズマキゴ

カイ類の5種類が付着し,ヒドロゾアは表層に,.クズマキゴカイは底層に多い傾向があり,水深を調節することtこよって防除

の可能性が認められた｡5)促成種苗については,量産試験を行な ったが,培養は再ろ過海水で可能であり,又培養期間の短

′綿の見通しを得




